
３　監査対象　　　　　　　　環境部生活環境課
　　　　　　　　　　　　　　　　　北部清掃工場、南部埋立処分場、楠衛生センター、資源リサイクルセンター（生活環境公社）

５　監査結果報告　　平成１９年３月３０日

監査の結果（所見） 措置（具体的内容）・対応状況

(１)ごみの収集状況について 【　継続努力　】　　平成19年9月28日
市町村合併等もあり、人口や世帯数の増加に伴ってごみ全体の排出量が増
加する可能性がある。特に、可燃ごみについては、ごみの分別収集の徹底を
図るなど排出抑制のための対策が講じられているが、今後とも可燃ごみ減量化
のための具体的施策に引き続き取り組まれるよう要望する。

可燃ごみの減量化については、3月に全戸配布したごみガイドブック、広
報よっかいち7月上旬号に特集記事や、出前講座等などで分別、減量につ
いて啓発を図ったところであり、今後とも引き続き啓発に取り組んでいく。

(２)ごみの処理状況について 【　継続努力　】　　平成19年9月28日
ごみ収集・処理に係る経費が平成16年度より平成17年度は減少しているが、
今後リサイクル推進のための経費が増加することも考えられるので、さらに経費
節減と効率化に努められたい。

効率的な収集体制について、他市の事例も参考にしながら、経費節減に
努めていく。

(３)リサイクル･ごみ減量化の推進状況について 【　検討中　】　　平成19年9月28日
地域リサイクル事業による年間回収量が増加傾向で活動の高まりが見られ
る。参加地域(団体)を拡大して事業推進を図るとともに、今後も、地域や各家庭
で取り組むことのできる新たな事業を実施し、さらにリサイクル推進に取り組まれ
たい。

　他市の事例も参考にしながら、有効な施策について検討する。

平成１８年度 行政監査結果（所見）に基づく措置状況等の報告

４　監査実施期間　　平成１９年１月１０日から平成１９年２月２日まで

１　監査の種類　　　　　　行政監査
２　行政監査のテーマ　　ごみの減量化とリサイクルの推進



(４)市民･事業所への普及・啓発の状況について
・包装の簡素化や食品トレイの使用削減等はごみ減量に有効であるので、特に
事業所への協力要請や消費者(市民)に対する普及・啓発活動を行うなど、今
後も積極的な対応を要望する。

【　継続努力　】　　平成19年9月28日
包装の簡素化等の発生抑制については、ごみガイドブック、出前講座等で
普及・啓発を行うととともに、他都市とも連携しながら業界に対して協力要請
を図っていく。

・四日市市一般廃棄物処理計画等におけるごみ排出量(抑制)の目標値につい
て、一般の市民にわかりやすい身近な数値目標に置き換えるとともに、広報
よっかいちやごみ収集日程表等の配付物や地区回覧などに掲載して一層周
知を図り、目標値の達成に努力されたい。

【　継続努力　】　　平成19年9月28日
広報7月上旬号で、ごみ処理実績や減量の工夫について特集記事を載せ
たところであるが、今後も市民に分かりやすい形で周知を図っていく。

・今後とも、市ホームページでの提供情報の一層の充実や環境教育(児童・生
徒、地区、事業所等への啓発活動)、イベント等の啓発活動等を積極的に実施
し、地球環境にやさしい資源循環型の町づくりの推進に努力されたい。

【　継続努力　】　　平成19年9月28日
ごみガイドブックのホームページ掲載、学校、自治会、企業での出前講座
や夏休み親子教室等様々な機会を捉えて啓発を実施しており、今後とも引
き続き努力していく。

（５）補助・助成制度の効果検証、周知について 【　継続努力　】　　平成19年9月28日
生ごみ処理機は累計で4,936基の補助がなされ、また、市内において253団
体が集団回収に参加して廃棄物の再資源化の効果をあげているが、補助金･
助成金制度の効果を検証し、一層の拡大を進めるために広報等に検証結果を
公表するなど、制度の周知に努めること。

補助・助成制度については、清掃事業の概要に実績を掲載し、ホーム
ページに掲載している。制度については、様々な媒体を使って周知を図っ
ているが、今後とも努力していく。

（６）清掃関係処理施設について 【　検討中　】　　平成19年9月28日
北部清掃工場、南部埋立処分場などが、事故･災害等によって稼動が不可能
になった場合、また、地震等大規模災害発生時に、ごみ処理が停滞し、市内に
ごみがあふれるような状況が想像される。
予想される危機等に備えて非常時の対応マニュアルを整備し、事前対策、事
後対策について常にチェック、見直し等を行い、非常時に、円滑なごみ処理が
おこなえるよう努められたい。

災害発生時等の非常時においても円滑なごみ処理が行えるように、今年
度中にマニュアルを整備する。


